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Ⅵ 地区別構想 

 

  地区別構想は、全体構想と各地区の特

性を踏まえた上で、より良い地区の発展

に向けた方向性を示したものです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地区の区分は、住民にとって身近な生活

圏である旧町村単位の１２地区とします。 

新発田地区 
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生  産 

 

新発田地区                              

 

本地区は、市街化区域とその周辺部に位

置する農村集落から成り立っており、市街

地の拡大とともに、農地の改廃や転用が進

行しています。農家率は他地区と比較して

低いものの、他地区と同様に、農業経営の

大規模化が進行しています。地区の特徴と

して転作田を利用したアスパラガスの生

産が行われています。 

市街地内では、身近な緑地空間、都市防

災空間の整備が行われており、自然環境保

全の機運からも、行政と住民が一体となっ

た取組が進められています。 

中心市街地と生産基盤の整備が進み、二

極分化の進展が見られる本地区では、多様

な市民層が相互理解を深め、豊かな都市生

活を享受することのできる環境整備が求

められています。 

 

 

 

 

多様なアグリビジネス展開に向けた生産振興 

     市街地に近接している利点を活かした直売所やインショップなど、消費者の顔

の見える直接販売を推進するとともに、基盤整備事業による稲作振興と合わせて、

新発田ブランドであるアスパラガスの団地化による更なる生産振興を図ります。 

 

 

 

    市街地河川の水質改善と秩序ある農地利用 

     公共下水道の整備により新発田川・中田川の水質は改善しつつありますが、引

き続き取組を進めていきます。また、秩序ある農地利用により、市街地近郊の

田園景観の保全を図っていきます。 

 

 

    消費者視点に立った農産物販売と交流の場づくり 

     消費者視点に立った、新発田産農産物を直接購入できる直売所やインショップ

の利用促進や、食のイベントによる交流の場づくりの取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生  活 

 

自  然   
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五十公野地区                             

 

本地区は、五十公野山を中心とする自然

豊かな緑に囲まれた市街地近郊の地区で

す。従来からの農村集落と計画的に整備さ

れた住宅地により農家率が低くなってき

ました。 

また、里山としての五十公野山、五十公

野公園、あやめ園、各種スポーツ施設など

の整備が進み、多くの市民が訪れる地区で

あり、市街地近郊の交流拠点としてのポテ

ンシャルが高いことから、今後もより一層、

市民の憩いの場所としての役割が期待さ

れています。 

 

 

 

     土地利用の明確化と消費者のニーズに直結した農業生産の推進 

      生産性の高い農業を促進するため、市街地周辺との土地利用を明確にした農

業基盤の整備を進めます。また、野菜、果樹等の園芸作物導入による複合営農

への取組を図り、市街地に近い立地性を活かして消費者ニーズに直結した農業

生産、経営活動を推進します。 

 

     五十公野山の活用と田園環境の保全 

      市民の憩いの場としての五十公野山の保全と活用を推進します。また、市街

地を囲む緑地空間としての田園風景を保全していくため、長期的視点に立った

秩序ある土地利用の確立を推進します。 

 

     市街地住民が気軽に農業に親しむことのできる場の創出 

      市街地周辺という立地条件を活かした果樹園など、直接農業と触れ合える場

としての推進を図ります。 

 

生  産 

 

自  然 

 

生  活 
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松浦地区                               

 

平坦部からやや山間部にかけた地域に

位置する農村地区です。農業経営の大規模

化への進展も見られます。 

平坦部には、美しい田園風景が、山間部

には、剣龍峡などの豊かな自然が残ってい

ますが、一方で耕作放棄地の増加などが課

題となっています。 

本地区は、月岡温泉などの観光施設が隣

接しており、広域的な農村観光拠点として

のポテンシャルも持っています。 

また、活発な住民自治活動が取り組まれ

ており、今後、広域的な視点から見た農村

観光拠点づくりが求められています。 

 

 

 

     地区の特徴を活かした農業生産基盤の整備と農業の担い手育成 

      本地区は、生産体制の組織化、経営の大規模化の進展も見られるため、今後

は、月岡温泉などの観光資源の活用を視野に入れ、薬草栽培の拠点づくりや食

品加工、生産基盤の整備、複合営農の推進を図るとともに、農業の担い手育成

の強化に努めます。 

 

     美しい田園風景と豊かな自然環境の維持・保全体制の確立 

      月岡温泉に隣接する平場の美しい田園風景と山間部の豊かな自然環境を維

持していくために、地域住民による管理体制を確立するとともに、農村の多面

的機能を活かした農業生産基盤の整備を進めることにより、環境保全体制の確

立を目指します。 

 

     住民活動を主体とした農村環境づくりの推進 

      農村部において取り組まれている活発な住民自治活動を主体とした、農村づ

くりを推進していくとともに、隣接する月岡温泉を視野に入れた農村環境づく

りを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生  活 

 

生  産 

 

自  然 
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米倉地区                               

 

加治川中流の平坦地から山間地にかけ

た地域に位置する農村地区です。当地区で

は、農業就業者の高齢化が進んでいる中で、

集落区域をエリアとした大規模な集落営

農法人を立ち上げるなど、先進的な取組が

行われています。 

また、伝説が語り継がれる臼ヶ森と、加

治川の清流が象徴的な風景を形成してい

ます。地区を縦断する県道新発田・津川線

は、藩政時代、新発田から江戸へ通じる表

街道であったため、地区には、松並木をは

じめとした歴史遺産が多く残されていま

す。 

本地区は、農村集落ごとの住民のまとま

りが強く、住民活動も活発に行われていま

す。このような固い農村コミュニティを基

盤に、市街地と山間部をつなぐ広域交流拠

点である「有機の里交流センター」をはじ

めとして、豊富な自然資源、歴史資源を活

かした農村づくりをさらに推進すること

が求められています。 

 

     農業法人による生産の確立と資源循環型農業の推進 

      農業法人を中心とした生産性の高い農業を確立するとともに、有機資源セン

ターを核とした資源循環型農業の発信地区としての発展を目指します。 

 

 

     豊かな自然と歴史資源の融合による自然景観の保全 

 本地区を縦断する旧会津街道や歴史遺産などの豊富な資源と、臼が森などの

自然環境を活かした取組を進めます。 

 

 

     都市住民との交流促進と伝統文化の伝承 

      有機の里交流センターやふれあい農園の活用による都市住民との交流を推

進します。また、地域コミュニティの活動を通して米倉太鼓など伝統文化の継

承を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生  活 

 

生  産 

 

自  然 
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赤谷地区                               

  

当地区においては、豊かな自然を活かし

た滝谷森林公園の更なる活用や、新たに整

備された青少年宿泊施設の積極的な活用

を進めていきます。更に、山村の魅力を活

かした観光振興だけでなく、多様な居住者

の受入れによる定住促進を図りながら、地

域の活性化を進めていきます。 

 

 

 

農地の適切な保全管理と特徴ある農業生産の振興 

農地の大規模な整備は見込めないものの、現況農地の適切な保全管理に向けた

作業体系の構築を図るとともに、そばなどの山村地区の特徴を最大限活用した農

業生産の振興を図ります。 

         また、域外参入も視野に入れながら、市街地の田舎暮らしを求める人々に対する

情報発信活動を展開し、新たな農業経営者の発掘・育成を促進します。 

 

 

市民の生活を支える山林、水資源の保全 

人と自然との共生をテーマに無秩序な自然資源の開発防止に努めるとともに、林

業を中心として、市民生活を支える山林、水資源の保全と河川流域圏としての環境

保全を促進します。 

 

 

多様な居住者による地域活性化の推進と伝統文化の継承 

 田舎暮らしを希望する市街地住民などに対し、開かれた農村への転換を図り、

多様な居住者の受け入れを促進します。また、地域コミュニティを中心とした特色

ある伝統文化の継承を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生  産 

 

自  然 

 

生  活 
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川東地区                               

  

加治川中流域の市街地から離れた平坦

部と一部山間に至る農村地区です。広大な

面積の農地を有しており、農家率は市で最

も高く、稲作を中心に畜産、畑作等多様な

農産物の生産基地となっています。 

古くから農山村の生活と深い関係を持

つ信仰の山である二王子岳は、美しい田園

風景を生み出すだけでなく、スキー、登山

の対象としても地域の象徴となっていま

す。本地区は、学校、家庭、地域のつなが

りが強く、農村の伝統文化が色濃く残って

いる地区です。雄大な自然環境の中で、次

世代を担う子供たちを育てていくことの

できる農村づくりが求められています。 

 

 

穀倉地帯として稲作農業と畜産の振興 

      広大な面積を抱える本地区は、当市の穀倉地帯としてほ場整備も進められ

ており、優れた担い手農業者も存在しています。今後とも、集落営農組織や

農業法人による稲作農業の発展を図るとともに、酪農を中心とした畜産の振

興を推進していきます。 

 

     調和のとれた田園景観と自然景観の保全 

      ほ場整備事業の推進や農村の多面的機能の充実を図る中心的な地区として

の役割を果たすとともに、地区の象徴でもある二王子岳と加治川流域の自然

景観の保全を促進します。 

 

     雄大な自然環境を活かした定住の促進 

      雄大な自然環境や伝統文化等の農村の地域資源を活かしながら、体験イベ

ントなどの交流による定住促進を図ります。 

 

 

 

自  然 

 

生  活 

 

生  産 
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菅谷地区                               

 

農地のほ場整備が進んだ水稲を中心と

した山間の農村地区です。そのような中で、

大規模に果樹栽培を行っている農家が存

在するとともに、酪農を中心とした畜産が

行われています。 

本地区は、日本三不動尊の一つである菅

谷不動尊と山々から湧き出る清流などの

観光資源、自然資源に恵まれています。ま

た、果樹・アスパラガスなどの地域の特産

品も存在することから、今後は整備された

広域農道などを活用し、地域全体の活性化

を目指します。 

 

 

     地域特性を活かした複合営農・高付加価値農産物の展開と新たな担い手の育成 

      中山間地域の中でも早くからほ場整備に取り組まれた地区として、生産技術

の確立が図られています。今後も果樹やアスパラガス等による経営複合化を展

開していくとともに、集落営農組織や新たな担い手の育成など魅力ある持続的

農業の確立に努めます。 

 

     自然環境の保全と農村の多面的機能の充実 

      山、川、水田並びに果樹園、牧草地など山を背景にしたバランスの良い自然

環境の保全に努めるとともに、本地区の持つ国土・環境保全などの多面的な機

能の重要性について、中山間地域等直接支払制度などにより実践されておりま

す。 

 

     生活基盤整備と地域資源活用による活性化の推進 

      菅谷不動尊や果樹園などの観光資源や櫛形山脈などの自然資源を融合させ

た地域活性化を図り、地区全体の魅力を高めていく地域振興を目指します。 

 

生  活 

 

生  産 

 

自  然 
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加治地区                               

 

本地区は、加治川下流の平場に位置する

市街地に隣接した農村地区です。新たな宅

地開発とともに、農村の混住化及び非農家

率が拡大しています。 

また、新たな宅地開発に伴う人口の増加

に対応した地区内交流活動も活発なこと

から、今後、これら住民主体のまちづくり

活動を基盤に、生産及び生活等の両面にわ

たって直売所などの交流活動を通して、住

民が住みやすい農村環境を推進すること

が求められています。 

また、混住化による生活様式の変化など

が水質悪化の原因となっていることから、

生産基盤の整備とともに生活基盤の整備

が求められています。 

 

 

     生産性の高い農業生産と優れた担い手の育成 

      農業基盤整備の推進による、水稲を中心とした生産性の高い農業の展開を図

ります。そのため、集落営農組織や農業生産法人などの優れた担い手の育成・

確保に努めます。 

 

     田園風景保全への身近な取組の推進 

      美しい田園風景に囲まれた住環境を保全していくため、加治川の桜堤復元を

はじめ、山と川の織りなす景観の整備と住民一人ひとりが環境や景観に対する

理解・認識を共有し、植栽の日常管理など、自主的な発意による身近な環境・

景観保全への取組を促進します。 

 

     農村コミュニティの確立による地域への愛着を育むふるさとづくりの推進 

      地区住民がそれぞれ地域への愛着を持って、地域社会の中で積極的な役割を

果たし、いきいきと生活していくことができるよう、新たに整備されたコミュ

ニティセンターを活用した地区住民の交流を促進し、良好な農村コミュニティ

の確立を推進します。 

 

 

生  産 

 

自  然 

 

生  活 
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佐々木地区                              

 

太田川下流域で市街地近郊の平場の田

園地区として、農業依存度は高くなってい

ます。ほ場整備などにより、農業経営の大

規模化が進行しており、稲作を中心とした

農業生産が行われています。 

地区内には太子堂をはじめとした史跡

や屋敷林、小水路などが残されており、こ

れらは、水田や太田川の田園風景とともに

魅力ある地区景観を形成しています。 

 

 

     水田の高度利用と経営意欲のある担い手への農地集積、施設園芸の推進       

早くからほ場整備事業に取り組んだ地区として、水田の高度利用による経

営意欲のある担い手農業者への農地集積を促進するとともに、園芸ハウス利

用による施設園芸の生産振興を推進します。 

 

 

 

     太田川周辺を中心とした農村環境の保全 

      地区内の水田や古太田川の自然など、魅力ある地区景観を取り入れた農村環

境の保全を推進します。 

 

 

 

     活力ある農村地域の発展 

      近接する大商業施設や交通の利便性とともに、太田川周辺などの農村環境の

保全を進め、にぎわいあふれた活力ある農村地域としての発展を目指します。 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

生  産 

 

自  然 

 

生  活 
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豊浦地区                               

 

 市の南西部に位置し加治川水系及び阿

賀野川水系に属する平場の豊かな穀倉地

帯として、農業経営の大規模化が進んでい

ます。 

当地区はほ場整備された田園風景や真

木山・本田山の森林などの美しい自然環境

と、良質な泉質として名高い月岡温泉を核

とした観光産業が盛んであり、市内有数の

観光地となっています。 

今後は市街地に隣接する田園地帯とし

て農業のより一層の発展を推進するとと

もに、月岡温泉や市島邸などの観光産業と

の連携を進め、にぎわいあふれる魅力的な

地域づくりを目指します。 

 

 

     月岡温泉と連携した農産物販売の推進と経営意欲のある担い手への農地集積 

月岡温泉という大規模な観光施設の集客力を活かした農産物販売を目指す

とともに、豊かな穀倉地帯として、経営意欲のある担い手農業者への農地集

積を促進します。 

 

 

     田園地帯、自然環境と温泉資源が一体となった農村環境の保全 

      広大な平野部に広がる田園地帯と、豊かな自然を残す真木山や本田山、福島

潟などの自然環境、月岡温泉の温泉資源は将来に渡り維持保全されるべきもの

です。そのための長期的視点に立った秩序ある土地利用を図りながら、農村環

境の保全に努めます。 

 

 

     農村環境の保全と月岡温泉の発展 

      平野部の豊かな穀倉地帯である農村環境の保全を図るとともに、全国でも名

高い観光施設である月岡温泉の発展を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生  産 

 

自  然 

 

生  活 
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紫雲寺地区                              

 

地区全体が平坦な地域であり、南東部は

水田地帯、北西部は砂丘地に畑と赤松林が

日本海まで続いています。農業経営の大規

模化は進んでいますが、非農家率は年々高

くなっています。       

本地区の水田一帯は、かつては「紫雲寺

潟」と呼ばれる潟でしたが、江戸時代の干

拓事業により新田開発が行われ現在の地

形となりました。 

日本海に面した地区であり、藤塚浜海水

浴場や自然公園、ゴルフ場など自然資源を

活用した観光施設には市内外から多くの

人々が訪れています。 

今後は、多面的機能を持つ松林、広がり

のある優良農地、また観光リフレッシュ機

能が期待される海浜などを活かした地域

づくりが期待されています。 

 

 

 

     多様な農業生産と漁業の推進 

海岸線沿いの砂丘地に広がる畑地やほ場整備事業による効率性の高い水田

農業の推進と、新たに整備された松塚漁港や直売加工施設の利用拡大による

漁業の推進を図ります。 

 

     調和のとれた農村環境の保全 

      白砂青松とうたわれる藤塚浜の景観や、防風・防砂などの機能を持つ松林が

存在するなど、自然環境に恵まれており、今後も貴重な農村環境として地区全

体の調和を図っていきます。 

 

     水産物や農産物、海水浴場など恵まれた資源を活かした地域づくり 

      市内では唯一海岸を持つ地域であり、水産物から農産物まで恵まれた資源が

存在する地域として、それら資源を活用した地産地消を推進します。また、自

然公園や海水浴場の利用促進による観光リフレッシュ機能を発揮した地域づ

くりを推進します。 

生  産 

 

自  然 

 

生  活 
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加治川地区                               

 

新発田市の北部に位置しており、日本一

小さな山脈として櫛形山脈や大峰山、大天

城公園、金山城館遺跡、国の天然記念物橡

平桜樹林などの自然的・歴史的財産が存在

しています。 

 櫛形山脈の麓には広大な穀倉地帯が広が

っています。市内でも比較的ほ場整備が進

み、集落営農の組織化も図られており、水

稲を主体に施設野菜や畜産など複合経営が

行われています。 

これからも、これらの資産を活用し気軽

に自然とのふれあいを楽しめる場の保全や、

広大な穀倉地帯を活かした水稲を中心とし

た複合営農の推進を図ります。 

 

 

広大な優良農地による水稲を中心とした複合営農の推進 

      ほ場整備により広大な優良農地を抱える本地区では、農業就業者数が減少す

る中で、優れた担い手としての農業法人や集落営農組織の増加が期待されてい

ます。施設園芸作物が盛んな地域もあり、引き続き複合営農の積極的な取組を

推進します。 

 

     自然景観と農村環境の保全 

      地区の象徴である櫛形山脈や大峰山、橡平桜樹林などの豊かな自然景観は貴

重な観光資源であり、財産でもあります。今後も地区全体との調和を図りなが

ら農村環境、自然景観の保全に努めます。 

 

     豊かな自然景観と農村交流を活かした地域づくり 

      地区に存在する櫛形山脈や大峰山、橡平桜樹林、加治川の桜堤には気軽に自

然とのふれあいを楽しめる場として、市内外から多くの人々が訪れます。これか

らも豊かな自然景観を活用し、ふれあい交流施設である桜館の利用促進による市

街地と農村との交流をさらに深め、活力のある地域づくりを推進します。 

 

 

自  然 

 

生  活 

 

生  産 

 


